
第 4 回・問題 

問題１（１級） 【  】に掲げた言葉を最も適切に使っているのはどの文でしょうか。  

【畢竟】 

１）そんなことをすればこの結果になるのは、畢竟だろう。 

２）人間というものは、畢竟一人で死んでいくしかないものだ。 

３）この試合は重大な一戦だから、畢竟の心構えで臨まなければならない。 

 

問題２（２級） 次の文章を清書するときになって見てみると、いくつかの誤りがありま

した。直すべき不適切なものの組み合わせとして正しいものを選んでください。  

 「人と人との間における不理解には、民族・性別・階級の相違など、幾他の原因があり

ますが、世代の違いによるものが最も克複が困難であろうと思います。この不理解は、上

の世代が自分の若い時代を経験しており、そのときの自分と現在の若い世代との在り方が

違うことによって生じる不満やいらだちに大きな原因があります。」 

１）階級と相違  ２）克複と困難 

３）相違と幾他  ４）幾他と克複 

 

問題３（３級） 

次のア・イについて、（  ）に入る漢字として適切なものの組み合わせを選んでくださ



い。  

ア 行事が終わって、やっと役目から放（  ）されたよ。  

イ （  ）密な計画を立てて臨んだから、総会は滞りなく進行した。 

１）ア＝免、イ＝綿  ２）ア＝綿、イ＝免 

３）両方とも「免」  ４）両方とも「綿」 

５）「免」「綿」とも適当でない 

 

問題４（３級） 下線部分の言い方は適切でしょうか。 

 困っている人を見て、すぐに手を差し延べれる人は立派だ。 

１）適切  ２）不適切 

 

問題５（４級） 【  】のような状況のとき、（  ）に入る敬語を使った適切な言い方

を選んでください。  

【学校にある記念樹を見て、この学校の卒業生でもある先生に】  

先生の卒業式のときに、ご自身もこの木を（   ）んですよね。 

１）植えた ２）植えれた ３）植えられた ４）植えさせた 

 

正解はこちら 

http://kyoiku.yomiuri.co.jp/images/torikumi/kaitou04.pdf

